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１．都市を取り巻く経済社会の動向

（１）都市化の進展

高度成長期以降の産業構造の変化に伴い、都市人口及び市街地の

拡大が急速に進んだ。

① 産業構造が農業等の第一次産業を中心とするものから、工業、商業、サービス業等

の第二次産業、第三次産業を中心へと変化してきた。

② この産業構造の変化、特に第三次産業就業者の増加に伴って、都市へ人口集中が急

速に進み、市街地も急激に拡大した。この際、市街地の人口密度は低下した。
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産業別就業者数の構成比の推移■

第三次産業就業者比率とＤＩＤ人口比率の推移■人口集中地区（ＤＩＤ）の推移■
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（２）市街地の外延化

都市への急速な人口集中は、市街地の拡大・外延化をもたらし、薄く

広がった市街地が形成された。

① 高度成長期の都市集中によって、市街地が急激に拡大した。近年、拡大の勢いは弱

くなっている。

② 東京とニューヨークの人口密度を比較すると、東京は中心部で低く周辺部で高く、

薄く広がった市街地を形成している。

東京とニューヨークの人口密度比較■

■ 市街地拡大の状況

● 東京圏 ● 宮崎市



（３）交通負荷の大きな都市構造

日本の都市は都心部の昼夜間人口比が高く、都心部に通勤・通学

交通が集中する都市構造をもつ。

① 東京と世界の各都市を比較すると、東京は中心部の夜間人口密度が低く、昼間就業人

口密度が高い。経年変化をみると、東京の夜間人口密度は低下しており、昼間就業人口

は中心部で減少しているものの、周辺部では増加している。

② 夜間人口と昼間就業人口のバランスをみると、諸外国の都市が昼夜間人口比が低下し

ているにもかかわらず、東京は増大している。

人口密度の国際比較■ 人口密度の変化（１０年程度での増減率）■

昼夜間人口比（＝昼間就業人口／夜間人口）の国際比較■



（４）交通施設整備と市街地の拡大

交通施設の整備と市街地拡大は連動している。特に、都市鉄道の整

備は居住人口の増加に大きく寄与する。

、 （ 、 、福岡県における交通施設整備と都市化の動向を分析すると 鉄軌道 博多南線 地下鉄

モノレール）の整備により居住人口の増加が見られる。また、高速道路や国道バイパス等

の広域道路整備により２次産業従業人口の増加が見られる。

■ 福岡県における居住人口

の変化と交通施設設備

出典：福岡県資料


